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　私たちのごみ量と処分費用　私たちのごみ量と処分費用　私たちのごみ量と処分費用

皆さんの協力で
皆さんの協力でごみ３５３５２トンの 減量ができました

減量ができました！　平成２５年度に家庭や事業所から収集さ

れたごみ量は、可燃ごみ７，３７０トン（前年

度７，５２９トン）、資源ごみ１，１２６トン（前年度

１，３１０トン）、粗大ごみ３８３トン（前年度３９２トン）で、

市民一人当たりの年間ごみ量は約２６０㎏でした。

　また、ごみ処理にかかった費用は３億３，７９３万円

で、市民一人当たり約9,8００円かかったことになり

ます。ごみ袋販売やリサイクルにかかる処理手数料

などの収入は７，８０１万円でした。

■問い合わせ／環境対策課 57-8508

可燃ごみ
7,370t

資源ごみ
1,126t

資源ごみ
1,126t

粗大ごみ
383t

●ごみ量と処分費の内容

ごみ収集処理量
一般財源

2億5,992万円

ごみ袋
販売収入
6,847万円

古紙・ペットボトル
　リサイクル収入

382万円

粗大ごみ
搬入処理
手数料など

572万円

ごみ処理等歳入決算

【注】家庭と事業所から分別し出さ

れたごみの収集量および、粗大ごみ

中間処理施設に持ち込まれたごみ量

【注】可燃ごみ処理経費には、ごみ処理

機購入費補助２４万円を含む

※香南清掃組合ごみ焼

却施設改築基金市負担
金６,２９８万円を除く

可燃ごみ
2億6,000万円

資源ごみ
6.172万円

資源ごみ
6.172万円

【注】可燃ごみ処理経費には ごみ処理

ごみ処理等歳出決算

　平成２７年４月１日から、住宅用太陽光シ

ステム等設置補助金の補助金額および、件

数の変更を予定しています。

　平成２６年度補助金につい

ても現在募集中ですので、

お気軽にご相談ください。

→

→

お 知 ら せ

1

ご
2

ご
3

２５年度
８,８７９t

２５年度
３億

３,７９３万円

２５年度
３億

３,７９３万円

８３．０％

７６．９％

７６．９％

１．７％

粗大ごみ
1,621万円

４．８％

１．１％
２０．３％

１８．３％

ごみ袋
販売収入
6,847万円

２０．３％

１８．３％

１２．７％

４．３％

１２．７％

　平成２５年度のごみ量は、２４年度と比較すると３５２トン削減でき

ましました!　これからも、ごみの分別と削減にご協力をお願いします。これからも、ごみの分別と削減にご協力をお願いします。

　平成２５年度のごみ量は、２４年度と比較すると３５２トン削減でき

ました!　これからも、ごみの分別と削減にご協力をお願いします。

内 訳《粗大ごみ383t》

◆ 金属類
◆ 木類
◆ プラスチック類
◆ ガラス・陶磁器類
◆ ふとん
◆ その他

111t

85t

79t

61t

40t

7t

内 訳《資源ごみ1,126t》

◆ ペットボトル・プラス
　チック製容器包装類

◆ 紙・布類
◆ ビン類
◆ 金属類

235t

616t

175t

100t

→

→

▼現在

　定額　８０,０００円補助

　１５０件　先着順

▼平成２７年４月１日から

　定額　６０,０００円補助

　８０件　先着順
い

※正式な発表は、２７年４月１日にホームページでご確認ください
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高齢者介護課　☎ 57-8510

高齢介護だより
き
きい

い

65
歳
か
ら
の

介
護
保
険

　

介
護
に
あ
た
る
家
族
と
本
人
の
身

体
的
・
時
間
的
・
経
済
的
な
負
担
を

社
会
で
支
え
る
仕
組
み
の
介
護
保
険

制
度
。

　

40
歳
か
ら
加
入
し
て
い
ま
す
が
、

65
歳
か
ら
保
険
料
の
納
付
の
仕
方
な

ど
仕
組
み
が
変
わ
り
ま
す
。65
歳
に

な
る
と
、ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
を

し
っ
か
り
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

夫
婦
間
で
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
も

６５
歳
に
な
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
で
保
険

料
を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
保
険
料
も
医
療
保
険
へ
の
納
付

か
ら
市
役
所
へ
納
付
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
　

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
料
の
一

部
が
介
護
保
険
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、ど
ち
ら
か
が
被
扶
養
者
に

な
っ
て
い
る
場
合
は
、世
帯
ご
と
に
保

険
料
を
納
付
し
ま
す
。

　　

一
人
ひ
と
り
に
介
護
保
険
料
が
か

か
っ
て
き
ま
す
。年
間
の
保
険
料
額
は

所
得
や
年
金
、
家
族
の
課
税
状
況
に

よ
り
決
ま
り
ま
す
。

第2号被保険者第1号被保険者

65歳からは…

　
　

納
付
書
は
、６５
歳
に
な
っ
た
月
の
翌

月
１０
日
ご
ろ
に
郵
送
し
ま
す
。（
１
日

生
ま
れ
の
人
は
同
月
と
な
り
ま
す
）

　
　

介
護
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
最

初
は
納
付
書
払
い（
普
通
徴
収
）と
な

り
ま
す
が
、
年
金
が
年
額
１８
万
円
以

上
の
人
は
、７
カ
月
か
ら
１
年
先
に
年

金
天
引
き（
特
別
徴
収
）に
切
り
替
わ

り
ま
す
。　

（
例
）

　　

平
成
２６
年
１０
月
か
ら
平
成
２７
年

　　

１
月
の
間
に
６５
歳
に
な
っ
た
人

　　　　　　　　　

←

　　

平
成
２７
年
８
月
天
引
き
開
始
予
定

　　

平
成
２７
年
２
月
に
６５
歳
に
な
る
人

　　　　　　　　　

←

　　

平
成
２７
年
１０
月
天
引
き
開
始
予
定

※

原
則
、介
護
保
険
料
は
年
金
か
ら
の

天
引
き
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
年
金
天

引
き
に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

　
　

介
護
保
険
は
国
民
全
体
で
社
会
を

支
え
る
仕
組
み
で
す
。サ
ー
ビ
ス
を
受

け
な
い
か
ら
加
入
し
な
い
、ま
た
は
脱

退
す
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。き
ち
ん
と

納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

介
護
保
険
料
の
納
付

介
護
保
険
料
の
納
付
は
義
務
で
す

納
付
の
仕
方
が
変
わ
り
ま
す

1人ひとりに介護保険料がかかります

介
護
保
険
制
度
が

改
正
さ
れ
ま
す

介
護
保
険
制
度
が

介
護
保
険
制
度
が

改
正
さ
れ
ま
す

改
正
さ
れ
ま
す

介
護
保
険
制
度
が

改
正
さ
れ
ま
す

　

平
成
27
年
４
月
よ
り
介
護
保
険
制

度
が
見
直
さ
れ
ま
す
。詳
し
い
内
容
は
、

今
後
順
次
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
基

準
が
変
わ
り
ま
す

　　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム（
介
護
老
人

福
祉
施
設
）へ
の
新
規
入
所
は
、
原
則

と
し
て
要
介
護
３
以
上
の
人
が
対
象

に
な
り
ま
す
。

　
　

た
だ
し
、
現
在
入
所
中
の
要
介
護

１
・
２
の
人
な
ど
は
、引
き
続
き
入
所
で

き
る
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

　　

そ
の
他
の
特
例
や
経
過
措
置
は
、お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

す
。

65歳以上 40歳～64歳歳 64歳

65
歳

25２０１５.２ 24 ２０１５.２


